
①
来
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
の
レ
ジ
袋

有
料
義
務
化
の
狛
江
市
方
針
は
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
今
後
10
年
間
で

10

25
％
削
減

目
標
だ
が
狛
江
市
環
境
基
本
計
画
で
の
市
民
啓
発
は
。

③
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
施
策

は
。

④
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

⑤
柔
軟
仕
上
げ
剤
な
ど
の
新
た
な
化
学
物
質
過
敏
症

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
香
害
の
対
策
状
況
は
。

⑥
洗
剤
の
香
り
が
苦
手
な
児
童
の
学
校
生
活
で
の
対

応
は
。①

国
と
都
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
。

②
多
様
な
機
会
を
活
用
し
市
民
に
周
知
し
て
い

く
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
を
啓
発
。

③
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
で
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
導
入
。

④
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
。

⑤
公
共
施
設
等
に
配
慮
を
促
す
チ
ラ
シ
を
掲
示
。

⑥
専
用
の
給
食
用
白
衣
を
貸
与
。
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①
日
本
は
男
性
４
人
に
１
人
、
女
性
７
人
に
１

人
が
生
涯
未
婚
だ
。
大
変
危
惧
す
べ
き
事
態
。

市
の
婚
活
事
業
へ
の
考
え
は
②
都
や
近
隣
市
と
の
広

域
連
携
は
有
効
か
③
那
須
塩
原
市
、
朝
日
村
、
松
山

市
を
視
察
。
参
考
に
で
き
る
か
④
市
長
の
考
え
は
。

①
少
子
化
、
老
後
な
ど
に
も
関
わ
り
重
要
な
視

点
②
広
域
自
治
体
で
あ
る
都
と
の
連
携
は
重
要

と
認
識
③
本
格
展
開
し
て
い
く
際
の
有
効
な
手
法
と

し
て
考
慮
④
公
民
の
強
み
を
活
か
し
、
相
乗
効
果
を

出
し
な
が
ら
事
業
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

①
調
査
委
託
の
結
果
を
ど
の
よ
う
な
形
で
報
告

す
る
の
か
②
被
災
者
に
向
け
て
の
下
水
道
使
用

料
減
免
や
消
毒
に
よ
る
補
助
金
は
出
せ
な
い
の
か
③

垂
直
避
難
を
含
め
て
避
難
所
の
全
て
の
早
期
開
設
と

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
正
は
④
貯
留
施
設
・
浸

透
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
は
⑤
多
摩
川
越
水
対

策
の
た
め
に
土
手
の
か
さ
上
げ
は
必
要
で
は
な
い
か

⑥
多
摩
川
グ
ラ
ン
ド
を
復
旧
す
る
た
め
の
財
源
及
び

砂
利
の
除
去
は
。

①
進
捗
状
況
に
応
じ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

等
に
よ
り
公
表
②
被
害
を
受
け
た
世
帯
等
に
つ

い
て
下
水
道
使
用
料
を
減
免
予
定
。
床
上
部
分
の
消

毒
に
つ
い
て
は
助
成
を
行
う
③
早
め
の
態
勢
づ
く
り
、

避
難
所
開
設
に
努
め
る
。
内
水
浸
水
の
想
定
区
域
図

を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
④
専
門
家
に
よ
る
浸
水
原

因
の
究
明
委
託
の
中
で
検
討
⑤
か
さ
上
げ
等
が
必
要

な
こ
と
は
国
と
認
識
を
共
有
⑥
国
補
助
を
活
用
、
積

算
中
。
除
去
し
て
敷
均
（
し
き
な
ら
し
）
す
る
。

①
和
泉
多
摩
川
ぽ
か
ぽ
か
広
場
の
今
後
を
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
②
和
泉
多
摩
川
駅

近
く
の
東
和
泉
４
丁
目
地
域
は
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
何
故
か
③
和
泉
多
摩
川
地

域
活
性
化
の
た
め
に
こ
の
地
域
を
第
一
種
中
高
層
住

宅
専
用
地
域
に
変
更
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
④
学
校
支
援
地
域

本
部
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、
狛
江
第
五
小
学
校
の

み
が
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
だ
が
市
の
見
解
は
。

①
陳
情
を
踏
ま
え
、
多
摩
川
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
活

用
②
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基

準
に
よ
る
③
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
上
位
計
画
と

も
整
合
す
る
必
要
が
あ
る
④
従
前
か
ら
の
地
域
の
取

り
組
み
実
績
を
尊
重
し
つ
つ
、
先
進
事
例
を
参
考
に

充
実
に
向
け
検
討
。

①
災
害
時
指
定
避
難
所
の
収
容
人
数
が
絶
対
的

に
不
足
だ
が
、
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
②
水
害

の
場
合
垂
直
避
難
の
観
点
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
地
区
で

も
校
舎
を
開
放
し
避
難
所
と
す
る
こ
と
の
検
討
は
③

移
動
困
難
者
の
移
動
に
つ
い
て
コ
マ
バ
ス
な
ど
の
利

用
は
考
え
ら
れ
る
か
④
災
害
時
の
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
は
⑤
学
校
時
保
護
者
が
引

き
取
り
で
き
な
い
場
合
の
対
応
は
⑥
下
校
後
発
災
し

た
場
合
、
学
童
保
育
所
と
Ｋ
ｏ
Ｋ
ｏ
Ａ
の
対
応
は
。

①
で
き
る
限
り
の
公
共
施
設
を
開
放
。
浸
水
想

定
区
域
外
の
親
類
・
友
人
等
の
家
に
一
時
避
難

も
一
つ
の
手
段
②
校
舎
等
の
避
難
所
指
定
を
進
め
て

い
く
③
こ
ま
バ
ス
の
活
用
は
有
効
な
手
段
④
関
連
し

た
研
修
等
は
紹
介
す
る
⑤
学
校
で
待
機
さ
せ
る
⑥
保

護
者
に
は
一
斉
メ
ー
ル
で
連
絡
し
、
原
則
引
き
渡
し

ま
で
保
育
。
状
況
に
よ
り
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
。

災
害
に
ま
け
な
い
ま
ち
、狛
江
に

水
害
避
難
と
親
子
共
に
安
心
で
き
る
災
害
対
応

①
被
災
し
た
農
家
並
び
に
農
業
被
害
の
現
状
に

つ
い
て
②
ハ
ウ
ス
等
農
業
施
設
損
壊
に
対
し
、

新
た
な
支
援
は
③
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
避
難
施
設
と
な

り
う
る
。
都
市
農
業
の
持
つ
多
様
な
機
能
と
観
点
か

ら
、
狛
江
の
農
業
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
恒
久
的

な
支
援
を
講
じ
て
い
く
よ
う
な
検
討
は
で
き
な
い
か
。

①
農
地
の
浸
水
被
害
は
５
件
、
農
作
物
へ
の
影

響
も
あ
っ
た
②
被
災
農
業
者
支
援
型
の
交
付
金

は
あ
る
が
、
今
回
は
該
当
な
し
③
農
業
団
体
か
ら
の

要
望
も
踏
ま
え
、
恒
久
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い

く
。

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
対
策

新
し
い
時
代
に
、新
し
い
狛
江
を

①
本
市
で
唯
一
の
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
慈
恵

医
大
第
三
病
院
の
建
替
え
と
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置

を
進
め
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
が
、
病
院
と
は
ど
の

よ
う
な
話
が
さ
れ
て
き
た
の
か
②
潜
在
看
護
師
の
把

握
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、
ま
た
避
難
所
で
の
活

用
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
③
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

を
防
災
セ
ン
タ
ー
や
避
難
所
で
も
実
施
し
て
は
ど
う

か
④
災
害
が
起
こ
っ
て
も
仕
事
を
休
め
な
い
保
護
者

も
い
る
が
災
害
時
保
育
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

①
関
連
部
門
等
を
交
え
て
意
見
交
換
。
計
画
は

決
ま
っ
て
い
な
い
②
総
合
防
災
訓
練
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
把
握
。
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
避
難

所
の
保
健
衛
生
班
の
方
と
調
整
が
必
要
③
医
療
関
係

者
以
外
に
も
ト
リ
ア
ー
ジ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

必
要
。
関
係
部
署
と
検
討
し
て
い
く
④
各
施
設
で
の

保
育
が
基
本
。
命
の
危
険
な
ど
の
場
合
は
預
か
る
子

ど
も
の
数
を
確
認
し
、
応
急
保
育
体
制
を
整
え
る
。

命
を
守
る
災
害
対
策災

害
時
医
療
・
保
育
に
つ
い
て

聴
覚
障
が
い
者
６
団
体
の
切
実
な
要
望
に
つ
い
て

①
市
は「
台
風
19
号
市
民
説
明
会
」に
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
を
つ
け
た
か
②
全
て
の
避
難
所
に
手

話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
字
幕
付
き
テ
レ
ビ
、
手
書
き

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ボ
ー
ド
配
置
を
③
市
報
に
合
理
的
配
慮
の
改

善
を
④
町
会
自
治
会
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電
子
回
覧
板
配
置
を

⑤
市
民
総
合
体
育
館
を
福
祉
避
難
所
に
。検
討
を
。

①
配
置
し
な
か
っ
た
②
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

は
当
事
者
や
手
話
通
訳
者
等
の
意
見
を
伺
い
担

当
課
等
と
協
議
調
整
。
字
幕
付
き
テ
レ
ビ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ボ
ー
ド
を
順
次
配
備
③
二
次
元
コ
ー
ド
の
掲
載
を
検

討
し
て
い
く
④
導
入
に
向
け
関
係
部
署
と
連
携
・
検

討
⑤
水
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
。

狛
江
市
政
発
展
の
為
の
要
望
事
項
へ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
喜
多
見
駅
狛
江
市
側
改
札
口
復
活
要
望
の
進

捗
②
岩
戸
北
七
差
路
交
差
点
信
号
機
設
置
要
望

の
進
捗
③
電
中
研
内
防
災
公
園
設
置
要
望
進
捗
④
駅

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
継
続
要
望
進
捗
⑤
国
際
姉
妹
都

市
提
携
要
望
進
捗
⑥
歴
史
博
物
館
建
設
要
望
進
捗
⑦

芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
提
携
（
慈
恵
医
大
）
要
望
進
捗
。

①
市
民
意
見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
②

設
置
時
期
前
倒
し
を
警
視
庁
と
調
整
③
地
区
計

画
の
変
更
等
に
注
視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
④
実
施

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
⑤
有
効
性
認
識
。具
体
的
進

展
は
無
い
⑥
策
定
中
の
前
期
基
本
計
画
素
案
で
言
及

⑦
提
携
の
構
築
に
向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

台
風
19
号
農
業
者
支
援
・
農
業
の
方
々
が

希
望
を
持
っ
て
営
農
継
続
で
き
る
総
合
的
な
対
策

次
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境

地
球
温
暖
化
と
化
学
物
質
に
真
摯
に
向
き
合
う

危
険
な
通
学
路
・
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
や
移
動
経
路
の
安
全

を
確
保
す
る
よ
う
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
市

は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

②
子
ど
も
自
身
が
事
故
か
ら
自
分
を
守
れ
る
よ
う
上

級
生
が
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
下
級
生
に
周
知
す
る

取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

③
中
和
泉
１
丁
目
５
番
地
の
交
差
点
は
開
通
当
初
か

ら
危
険
が
指
摘
さ
れ
、
市
は
警
視
庁
に
信
号
機
設
置

を
要
望
し
て
き
た
が
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。
事
故
が

起
こ
る
前
に
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

①
各
施
設
へ
の
情
報
提
供
や
施
設
か
ら
の
危
険

箇
所
情
報
収
集
な
ど
、
移
動
経
路
の
安
全
確
保

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
上
級
生
が
模
範
的
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
な
指
導

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
よ
う
学
校
に
伝
え
て
い
き

た
い
。

③
新
規
設
置
は
難
し
い
と
回
答
頂
い
て
い
る
。
そ
れ

に
変
わ
る
交
通
安
全
対
策
を
調
布
警
察
署
と
協
議
の

う
え
、
対
応
し
て
い
る
。

「
婚
活
支
援
に
つ
い
て
」

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
支
え
ら
れ
た
第
三
中
学
校
に

お
け
る
避
難
所
運
営
…
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

①
第
三
中
学
校
で
は
、
３
〜
４
階
を
生
徒
の
避

難
場
所
と
し
て
指
定
。
な
ぜ
体
育
館
に
避
難
所

を
開
設
し
受
け
入
れ
た
か
②
避
難
所
の
対
応
現
状
と

課
題
は
③
ホ
ー
ム
レ
ス
受
入
拒
否
狛
江
市
の
所
見
④

学
校
の
危
機
管
理
体
制
と
校
長
先
生
の
役
割
は
⑤
学

校
再
開
に
向
け
て
取
り
組
み
状
況
は
。

①
校
舎
開
放
に
時
間
を
要
し
、
準
備
が
整
う
ま

で
体
育
館
に
誘
導
し
た
②
偏
り
が
あ
っ
た
た
め

特
定
の
避
難
所
に
集
中
し
な
い
よ
う
に
工
夫
が
必
要

③
受
け
入
れ
拒
否
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
④
学

校
安
全
計
画
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
学

校
対
応
の
総
理
⑤
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
と
機
材
や

ご
み
の
片
付
け
等
、
地
域
の
方
等
に
も
協
力
い
た
だ

い
た
。

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支
援

①
外
国
人
の
子
ど
も
教
育
の
現
状
と
就
学
状
況

に
つ
い
て
。

②
文
科
省
の
調
査
内
容
・
質
問
項
目
は
。

①
未
就
学
な
し
。

②
学
齢
相
当
の
子
ど
も
数
、
就
学
者
数
、
情
報

取
得
、
就
学
案
内
、
就
学
促
進
等
。

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

太
田
久
美
子

無
会
派

松
﨑
淑
子

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

辻
村
と
も
こ

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

谷
田
部
一
之

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ

三
角
た
け
ひ
さ

※
6

※
5


